
JP 2006-504120 A5 2009.7.16

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年7月16日(2009.7.16)

【公表番号】特表2006-504120(P2006-504120A)
【公表日】平成18年2月2日(2006.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2006-005
【出願番号】特願2004-529208(P2004-529208)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  17/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/62     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/10    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ  17/00    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ  26/08    　　　Ｅ
   Ｇ０２Ｂ  26/08    　　　Ｊ
   Ｇ０３Ｂ  21/62    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年5月28日(2009.5.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スクリーンと、
　光軸を有して画像を投影するためのレンズシステムと、
　スクリーンに対して略平行であり前記画像を前記スクリーンに反射するための平面状の
背面鏡と、
　前記レンズシステムにより映写される前記画像を前記背面鏡に反射するための平面状の
中間鏡とを備えており、
　前記中間鏡が前記背面鏡に対して略平行になっていると共に、前記中間鏡が、前記レン
ズシステムの光軸に対して略垂直である、表示装置。
【請求項２】
　前記スクリーンが、全反射（ＴＩＲ）型フレネルレンズを備えてなる、請求項１記載の
表示装置。
【請求項３】
　前記スクリーンが、屈折型フレネルレンズを備えてなる、請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
　前記レンズシステムに前記画像を投影するために少なくとも一つの微小電気機械システ
ム（ＭＥＭＳ）をさらに備えてなる、請求項１記載の表示装置。
【請求項５】
　前記レンズシステムに前記画像を投影するために少なくとも一つのデジタルマイクロミ
ラー装置（ＤＭＤ）をさらに備えてなる、請求項４記載の表示装置。
【請求項６】
　前記レンズシステムに前記画像を投影するために少なくとも一つのグレーティングライ
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トバルブ（ＧＬＶ）をさらに備えてなる、請求項１記載の表示装置。
【請求項７】
　前記レンズシステムに前記画像を投影するために少なくとも一つの液晶表示装置（ＬＣ
Ｄ）をさらに備えてなる、請求項１記載の表示装置。
【請求項８】
　前記レンズシステムに前記画像を投影するために反射型液晶素子（ＬＣＯＳ）をさらに
備えてなる、請求項７記載の表示装置。
【請求項９】
　前記スクリーンが、溝角度が連続的に変化するフレネルレンズを備えてなる、請求項１
記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記スクリーンが、第一のゾーンと第二のゾーンとを有するフレネルレンズを備えてお
り、該第一のゾーンが第一の溝角度を有し、該第二のゾーンが第二の溝角度を有してなる
、請求項１記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記第二のゾーンが前記第一のゾーンを囲むように構成されている、請求項１０記載の
表示装置。
【請求項１２】
　前記第一の溝角度が前記第二の溝角度より小さくなるように構成されている、請求項１
１記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第一の溝角度が前記第二の溝角度より大きくなるように構成されている、請求項１
１記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記第一のゾーンが前記第二のゾーンを部分的に囲むように構成されている、請求項１
０記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記第一の溝角度が、前記第二の溝角度より小さくなるように構成されている、請求項
１４記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記第一の溝角度が、前記第二の溝角度より大きくなるように構成されている、請求項
１４記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記第一の溝角度が約３５°であり、前記第二の溝角度が約４１°であるように構成さ
れている、請求項１０記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記第二のゾーンが、全反射領域を供するように構成されている、請求項１０記載の表
示装置。
【請求項１９】
　前記第一のゾーンと前記第二のゾーンとが、前記フレネルレンズの第一の側にあるよう
に構成されている、請求項１０記載の表示装置。
【請求項２０】
　前記第一のゾーンと第二のゾーンとの間の境界では、前記第一のゾーンの面角度と前記
第二のゾーンの面角度とが略等しくなるように構成されている、請求項１０記載の表示装
置。
【請求項２１】
　前記第一のゾーンと前記第二のゾーンとの間の境界では、前記第一のゾーンの面角度の
変化率と前記第二のゾーンの面角度の変化率とが略等しくなるように構成されている、請
求項２０記載の表示装置。
【請求項２２】
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　前記第一のゾーンが前記フレネルレンズの第一の側にあり、前記第二のゾーンが前記フ
レネルレンズの第二の側にあるように構成されている、請求項１０記載の表示装置。
【請求項２３】
　前記スクリーンが、フレネルレンズを備えてなり、
　前記フレネルレンズは、前記フレネルレンズの中央から最も遠い位置にある隅からの光
を前記フレネルレンズの中央方向に導くとともに、前記フレネルレンズの中央領域からの
光を前記フレネルレンズに対して略垂直な方向に導くように構成されている、請求項１記
載の表示装置。
【請求項２４】
　前記レンズシステムが広角レンズシステムである、請求項１記載の表示装置。
【請求項２５】
　前記広角レンズシステムが、前記レンズのフィールドのうちの半分の部分を用いて前記
画像を投影するように構成されている、請求項２４記載の表示装置。
【請求項２６】
　前記広角レンズシステムが、前記レンズのフィールドのうちの上側部分より小さい部分
を用いて前記中間鏡へ前記画像を投影するように構成されている、請求項２５記載の表示
装置。
【請求項２７】
　前記広角レンズシステムが、前記レンズのフィールドのうちの下側部分より小さい部分
を用いて前記中間鏡へ前記画像を投影するように構成されている、請求項２５記載の表示
装置。
【請求項２８】
　前記レンズシステムが、前記レンズフィールドのうちの２分の１より小さい部分を用い
て前記画像を投影するように構成されている、請求項２４記載の表示装置。
【請求項２９】
　前記略平行は、完全平行に対する配置誤差が±１０°であるものを含むものである、請
求項１記載の表示装置。
【請求項３０】
　前記略垂直は、完全垂直に対する配置誤差が±１０°であるものを含むものである、請
求項１記載の表示装置。
【請求項３１】
　光軸を有する広角レンズシステムの使用可能なレンズフィールドの一部分のみを用いて
画像を投影することと、
　スクリーンに対して略平行であり且つ前記レンズシステムの光軸に対して略垂直である
平面状の中間鏡を用いて、前記レンズシステムによって投影される前記画像を反射させる
ことと、
　スクリーンに対して略平行であり且つ前記レンズシステムの光軸に対して略垂直である
平面鏡を用いて、前記中間鏡で反射された前記画像を前記スクリーンへと反射させること
とを含んでなる、方法。
【請求項３２】
　前記広角レンズシステムが、前記レンズフィールドのうちの半分の部分を用いて前記画
像を投影する、請求項３１記載の方法。
【請求項３３】
　前記広角レンズシステムが、前記レンズのフィールドのうちの下側部分より小さい部分
を用いて前記中間鏡へ前記画像を投影するように構成されている、請求項３２記載の方法
。
【請求項３４】
　前記広角レンズシステムが、前記レンズフィールドのうちの２分の１よりも小さい部分
を用いて前記画像を投影する、請求項３１記載の方法。
【請求項３５】
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　前記広角レンズシステムが、前記レンズのフィールドのうちの上側部分より小さい部分
を用いて前記中間鏡へ前記画像を投影するように構成されている、請求項３１記載の方法
。
【請求項３６】
　前記略平行は、完全平行に対する配置誤差が±１０°であるものを含むものである、請
求項３１記載の方法。
【請求項３７】
　前記略垂直は、完全垂直に対する配置誤差が±１０°であるものを含むものである、請
求項３１記載の方法。
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